
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 班の山田春枝さんが令和 3 年 1 月 17 日で満 100 歳（大正 10 年 1 月 17 日生まれ）

を迎えましたが、一日早い1月 16日土曜日、会長と藤田弘子副会長、松井美智子副会長

の三人で山田さんのお宅を訪問してお祝いの言葉にお祝いの花束とささやかではあり

ますが町内商品券を贈りました。 

 

  

昨年 11月 17日の第3回役員会で協議したよ

うにコロナの状況を見ながら三役で判断す

ることになっていましたが、1 月の感染者数

の増え方から考えて令和 3 年南本町町内会

新年会は中止を三役で決定いたしました。 

 一日も早い新型コロナウイルスの終息を

祈っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日1月9日のＮＨＫスペシャル「暴走する温暖化“脱炭素”への挑戦」で世界が直面してい

る環境問題がテレビ放映されました。 

第 1弾が「温暖化」、第2弾では「水・食糧問題」、第3弾「プラスチック汚染」と皆様にも見

ていただき町内会の理念である【環境】について考えていただきたくご紹介いたします。 

放送予定日 

●ＮＨＫ再放送 2月 7 日 放送時間不明、新聞テレビ番組表でご確認ください。 

第 1 回「暴走する温暖化“脱炭素”への挑戦」 このままいくと早ければ 2030 年にも、産業革命前から＋１．５

度に達するといわれる地球の平均気温。実は、この“臨界点” を超えてさらに気温が上昇すると、温暖化を加

速させる現象が次々と連鎖し、“灼熱地球”へと暴走を始める可能性が最新研究で明らかになってきた。 

その時、私たちの暮らしはどうなるのか、そして、どうすれば破局を回避できるのか。脱炭素を目指す世界の

最先端の動きをルポ、この 10 年私たちが歩むべき道を考える。 

●ＮＨＫ総合テレビ 2 月 7日（日曜日）午後 9時 15 分から 9時 50 分 

 第 2回「大地は人類を養えるのか～水・食糧クライシス～」 今、国連などが「文明の破綻を引き起こしかね

ない」と強い懸念を表明しているのが、世界ひとりひとり行き渡る水や食糧の「格差」である。早ければ 2030

年までに、一人一人が得られる資源量の格差によって多くの地域で人々を養える限界を越え、紛争が頻発す

るなどの分岐点が訪れることが最新のシュミレーションで明らかになってきたからだ。大地に育まれてきた人

類の叡智は破綻を回避することができるのか・・・。 

●ＮＨＫ総合テレビ 2 月 28 日（日曜日）午後 9時から 9時 50 分 

 第3回「プラスチック汚染の脅威～新たな社会システムは構築できるか～」 とどまることを知らないプラ

スチックの使用と廃棄。今、もっとも懸念されるのが、5 ミリメートル未満に砕けた「マイクロプラスチック」、さ

らに微細なナノレベルの粒子となった「ナノプラスチック」による汚染だ。専門家は、マイクロプラスチックの誤

飲が続くと稚魚が減少、海洋資源の先細りにつながると指摘。さらに、ナノプラスチックは、細胞レベルで生体

を傷つけ、私たちを脅かす可能性も浮かび上がってきた。プラスチック汚染の実態、社会システムの刷新を目

指す最前線から、2030 年に向けた処方箋を探っていく。 

 2 月 9 日に予定しています。福祉部見守り隊全体会議は令和 3 年度の見守り活動の役

割分担についてご協議する予定でしたが、中止して文書で連絡したいと思いますが、後

日回覧の名簿に基づき、各班で協議して見守り活動先を決めていただきたいと思いま

す。 


